
今月の表紙 スキーイベント ～２人１組でそりリレーにチャレンジ～

まちの話題 幻想的な灯りが冬の夜を彩る アイスキャンドル点灯まつり開催

ベストタイムを目指して奮闘 町民スケート記録会開催

温故知新

舞踊と押絵に親しむ

旭町 佐藤 正代 さん

特 集 職員給与のあらまし



※カッコ内は、国家公務員の給与減額支給措置がない

ものとした場合の指数です。

期末手当給料月額等区 分

6月期

1.975月

分

12月期

2.125月

分

計

4.1月分

710,000円町 長
給

料

600,000円副町長

535,000円教育長

278,000円議 長
報

酬

222,000円副議長

199,000円常任委員長

183,000円議 員

平成27年平成26年平成25年平成24年平成23年

97.297.0
106.4

(98.2)

106.8

(98.6)
97.0

技 能 労 務 職一 般 行 政 職
区 分

平均年齢平均給料月額平均年齢平均給料月額

50.5歳347,000円41.9歳314,900円津 別 町

経 験 年 数
区 分

20年以上25年未満15年以上20年未満10年以上15年未満5年以上10年未満

368,200円323,900円280,000円238,700円大学卒一般
行政職 303,800円286,100円－181,100円高校卒

309,300円－－－高校卒技能労務職

1人当た

り給与費

（B/A）

給 与 費
職
員
数（
Ａ
）

区 分
計（Ｂ）期末・勤勉手当職員手当給 料

588万円5億8,209万3千円1億4,114万4千円5,447万5千円3億8,647万4千円人
99平 成

26年度

591万円5億8,515万1千円1億4,315万1千円6,002万4千円3億8,197万7千円人
99平 成

27年度

人件費比率(Ｂ/Ａ）人件費（Ｂ）歳出総額（Ａ）区 分

15.8％9億5,624万円60億5,002万円平成26年度

《
公
表
し
ま
す
》

職
員
給
与
の
あ
ら
ま
し

役
場
職
員
の
給
与
は
、
そ
の
職
務
に
応
じ
た
給
料
と
諸
手
当
か
ら
な
っ
て
お

り
、
国
家
公
務
員
や
ほ
か
の
地
方
公
共
団
体
な
ど
の
給
与
と
の
均
衡
な
ど
に
考

慮
し
た
上
で
決
め
ら
れ
、
町
議
会
で
議
決
さ
れ
た
条
例
に
基
づ
き
支
給
さ
れ
て

い
ま
す
。

町
で
は
職
員
の
給
与
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
、

毎
年
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

人 件 費

平成26年度決算の人件費は、町の

歳出総額の15.8％を占めています。

人件費とは、職員や特別職（町長、

副町長、議員、各種委員など）に支給

される給料や報酬のほか、使用者が負

担する健康保険や退職手当といった

共済費なども含まれます。

給与費とは人件費の中の職

員給与と諸手当の合計です。

この給与費の平成27年度の

一般会計における予算状況は、

合計で5億8,515万1千円。

内訳は表２のとおりとなって

います。

特別職の給与・報酬൝

給 与 費

町長、副町長、教育長、議会議員

の給料月額等と期末手当の支給割

合は、表５のとおりです。

ラスパイレス指数

ラスパイレス指数とは、一般行政職の給与水準を比較するために

用いられる指数です。地方公共団体の一般行政職員の学歴別・経験

年数別の構成など国と同一と仮定し、国の平均給与額を100として

算出しています。津別町の推移については、表６のとおりです。な

お、平成24年、平成25年については、国家公務員の給与減額支給

措置のため、高くなっています。

表１ 人件費の状況 （地方財政状況調べ：普通会計）

※特別職に支給される給料、報酬などを含む。

表２ 職員給与費の状況 （一般会計当初予算、特別職を除く）

※職員手当は、退職手当、期末・勤勉手当を除いた諸手当の総額です。

表３ 職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況

給与実態調査（平成27年4月1日現在）

※－表示は該当者なし。

表４ 職員の平均給料月額と平均年齢の状況

給与実態調査（平成27年4月1日現在）

表５ 特別職の給料・報酬の状況

（平成27年4月1日現在）

表６ ラスパイレス指数（平成27年4月1日現在）

計

６ 級５ 級４ 級３ 級２ 級１ 級区 分

課 長

課 長

主 幹

主 査

主任技手

主任公務補

主 任

主任技手

主任公務補

主 事・技 師

保健師・公務補

技 手

主 事・技 師

保健師・公務補

技 手

標準的な

業務内容

109人6人11人45人25人3人19人職員数平成

26年度 100％5.5％10.1％41.3％22.9％2.8％17.4％構成比

107人5人13人39人26人4人20人職員数平成

27年度 100％4.7％12.2％36.4％24.3％3.7％18.7％構成比

第２子第１子配偶者世 帯 の 形 態

6,500円6,500円13,000円扶養親族である配偶者を有する場合

6,500円11,000円－配偶者がない場合

6,500円6,500円－扶養親族でない配偶者を有する場合

決定初任給級・号棒区 分

176,700円1級25号棒大学卒一
般
行
政
職

157,300円1級15号棒短大卒

144,600円1級5号棒高校卒

職務加算勤 勉期 末区 分

有

0.75カ月分1.25カ月分6月津

別

町

0.85カ月分1.35カ月分12月

1.60カ月分2.6カ月分計

津 別 町 と 同 じ国

職員数（対前年増減数）区 分

平成25年平成26年平成27年部 門

2(0)2(0)2(0)議 会
一

般

行

政

部

門

28(0)31(+3)26(－5)総務企画

5(0)5(0)5(0)税 務

14(－1)15(+1)16(+1)民 生

7(+1)7(0)7(0)衛 生

8(－1)10(+2)10(0)農林水産

4(0)3(－1)4(+1)商 工

11(－2)13(+2)13(0)土 木

79(－3)86(+7)83(－3)小 計

14(0)14(0)14(0)教 育
特
別
行

政
部
門

3(0)3(0)3(0)水 道公
営
企
業
等

会
計
部
門

1(0)1(0)1(0)下水道

21(0)6(－15)6(0)その他

25(0)10(－15)10(0)小 計

118(－3)110(－8)107(－3)合 計

職員手当

職員数の状況

職員手当には、期末・勤

勉手当、扶養手当、住居手

当、通勤手当など、いろい

ろな種類があります。そ

のうち一番大きいものが、

民間の賞与に当たる期末・

勤勉手当です。町の職員

の場合は、あらゆる手当

の支給割合又は額が条例

で定められています。

主な職員手当の内容は

表７のとおりです。表７

以外にも通勤手当、特殊

勤務手当、管理職手当、寒

冷地手当などが支給され

ています。

平成27年４月１日現在

の職員数は、107人です。

これらの職員の部門別配

置は表９、また職務、職階

を表す級別の状況は表10

のとおりです。

なお、表9、表10の職

員数とは、地方公務員の

身分を持っている職員の

人数です。身分を持つ休

職者や派遣職員などは含

まれますが、臨時職員や

非常勤職員は除かれます。

★総務省から提供された共通様式による情報を、町のホームページで公開しています。

４月中に更新予定ですので、どうぞご覧ください。 津別町ホームページ http://www.town.tsubetsu.hokkaido.jp/

問い合わせ先 総務課庶務担当

緯76－2151（内線208、209）

渦住居手当

※満15歳から22歳の子については、5,000円を加算する。

表７ 主な職員手当の内容

臼扶養手当 （平成27年４月１日現在）

○借家等の場合（家賃が12,000円を超えるものに限る）

家賃の額に応じて、27,000円を限度に支給する。

○自宅の場合 2,500円(新築、購入後５年間に限り1,500円加算)

他の助成制度を受けている場合は1,900円

嘘期末・勤勉手当の年間支給割合

（平成27年4月1日現在）

※職務加算（５～15％、国は5～20％）

表８ 初任給の状況

（試験採用：平成27年4月1日現在）

表９ 部門別職員数の状況

（定員管理調査 各年4月1日：人）

表10 級別職員数の状況 （平成27年4月1日現在）
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木
質
バ
イ
オ
マ
ス
・
地
域
現
実
サ

イ
ズ
で
の
熱
利
用
・
熱
電
併
給

サ
ス
テ
ナ
ジ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

山
口

勝
洋
氏

《
１
＋
１
＋
１
＝
７
に
な
る
》

地
域
で
や
る
と
い
う
こ
と
は
、
１
+
１
+
１

＝
７
に
な
る
。
個
人
の
方
、
個
々
の
事
業
者
が

各
々
で
行
う
よ
り
、
必
ず
仕
組
み
と
し
て「
地
域

の
み
ん
な
で
や
る
」
と
効
果
が
増
え
る
。
例
え

ば
、
岩
手
県
で
切
り
捨
て
間
伐
材
を
収
集
す
る

仕
組
み
を
町
と
し
て
作
っ
た
と
こ
ろ
、
住
民
が

休
日
等
手
が
空
く
時
間
に
収
集
を
行
い
、
そ
の

材
を
持
ち
込
む
こ
と
で
得
た
地
域
通
貨
を
晩
酌

代
に
あ
て
る
と
い
っ
た
動
き
が
出
来
て
く
る
。

市
民
共
同
出
資
や
、
地
元
企
業
だ
け
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
し
た
り
と
、
地
域
で
力
を
あ
わ
せ

る
と
か
な
り
な
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
な
る
。

《
紫
波
・
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
》

木
質
系
で
実
務
的
に
関

わ
っ
て
い
る
１
つ
に
紫
波
グ

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会

社
（
従
業
員
７
名
）
が
あ
り
、

岩
手
県
盛
岡
市
の
南
に
あ
る

人
口
約
３
万
の
紫
波
町
に
事

務
所
を
構
え
て
い
る
。

紫
波
中
央
駅
前
の
再
開
発

地
区
に
役
場
庁
舎
が
移
転
し
、

民
間
の
商
業
施
設
に
は
体
育

館
や
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
が
入

り
、
他
に
住
宅
街
区
が
あ
り
、

新
し
く
計
画
中
の
保
育
所
と
、

商
業
施
設
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
地
区
全
体
に
あ
ら
か
じ

め
配
管
を
引
い
て
面
的
に
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
行
い
、

化
石
燃
料
に
頼
ら
な
い
木
質

チ
ッ
プ
に
よ
る
給
湯
や
冷
暖

房
を
供
給
し
て
い
る
。
原
料

は
、
年
間
生
木
で
1
5
0
0
ト
ン
の
燃
料
を
使

用
し
て
い
る
。

《
チ
ッ
プ
価
格
と
役
場
の
積
極
的
利
用
》

原
料
と
な
る
チ
ッ
プ
価
格
に
つ
い
て
は
、
い

か
に
長
期
で
安
定
的
な
見
通
し
が
立
つ
か
が
最

大
の
ポ
イ
ン
ト
で
、
採
算
が
良
い
悪
い
は
二
の

次
で
あ
る
。
採
算
ギ
リ
ギ
リ
で
あ
ろ
う
と
も
安

定
的
に
見
込
め
る
こ
と
が
大
切
。
そ
の
た
め
に

も
、
需
要
者
（
熱
を
使
う
人
）
に
役
場
が
あ
る

こ
と
は
大
き
く
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

《
最
後
に
》

私
の
会
社
は
、
地
元
に
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ（
主
導

権
）
を
と
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
基
本
の
考
え
方

と
し
、
実
務
の
と
こ
ろ
を
地
域
と
一
緒
に
行
い
、

金
融
機
関
か
ら
お
金
を
借
り
る
と
こ
ろ
（
連
帯

保
証
）
も
一
緒
に
行
っ
て
き
て
い
る
。
津
別
町

も
、
非
常
に
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
恵
ま
れ
た
地
域

で
あ
る
。
洋
々
た
る
未
来
が
見
え
て
い
る
の
で

是
非
、
実
現
し
て
い
た
だ
き
、
機
会
が
あ
れ
ば

ご
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

意
見
交
換

進
行
役
を
壁
谷
武
久
氏
（
一
般
社
団
法
人
産

業
環
境
管
理
協
会

支
援
ユ
ニ
ッ
ト
長
）
に
お

願
い
し
、
情
報
提
供
い
た
だ
い
た
２
名
の
外
部

有
識
者
と
竹
俣
副
町
長
の
３
名
が
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
と
な
り
、
参
会
者
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

【
意
見
１
】
大
友
先
生
の
「
検
討
す
べ
き
こ
と
」

の
一
つ
に
「
合
意
は
得
ら
れ
る
か
」
と
あ
る
が
、

山
口
先
生
が
言
わ
れ
た
、「
採
算
が
取
れ
る
か
と

い
う
こ
と
よ
り
も
長
期
安
定
的
な
供
給
需
要
が

見
込
め
る
か
が
重
要
だ
。」
に
つ
い
て
大
友
先
生

は
ど
う
思
う
か
。

（
大
友
氏
）
収
支
計
画
の
合
意
が
得
ら
れ
る
か
が

最
終
実
行
に
か
か
っ
て
く
る
。
民
間
事
業
者
が

「
エ
コ
タ
ウ
ン
つ
べ
つ
」
を
目
指
す
意
見
交
換
会

平
成

年
２
月
号
に
て
掲
載
し
ま
し
た
「
エ
コ
タ
ウ
ン
つ
べ
つ
を
目
指
す

２８

意
見
交
換
会
」（
平
成

年

月

日

津
別
町
林
業
研
修
会
館
集
会
室

開

２７

１２

１４

催
）
に
つ
い
て
、
今
月
号
で
は
、
２
名
の
外
部
有
識
者
の
う
ち
未
報
告
の
情

報
提
供
と
、
意
見
交
換
の
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

లˎ౮

山口 勝洋氏

利
益
の
話
し
を
す
る
と
、
合
意
は
得
ら
れ
な
い
。

そ
の
た
め
、
自
治
体
が
中
心
と
な
っ
て
合
意
形

成
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

（
山
口
氏
）
民
間
の
形
と
は
い
え
半
分
公
的
な
事

業
主
体
と
な
れ
ば
、
経
済
性
の
考
え
が
変
わ
る
。

と
は
い
え
採
算
が
取
れ
な
い
と
こ
ろ
で
は
成
り

立
た
な
い
。
事
業
を
組
む
と
き
に
は
、
皆
が
損

を
し
な
い
一
線
を
守
る
こ
と
が
最
低
の
持
続
性

で
あ
る
。

【
意
見
２
】
大
友
先
生
は
「
基
本
的
な
需
要
と
資

源
を
確
定
さ
せ
な
い
と
い
け
な
い
」
と
言
わ
れ

て
い
た
が
、
本
町
の
場
合
、
資
源
は
確
定
し
て

い
る
が
、
需
要
の
部
分
で
は
、「
住
民
が
幸
せ
に

な
る
こ
と
」
が
行
政
が
進
め
る
と
き
の
ポ
イ
ン

ト
で
あ
る
。
電
気
や
給
湯
が
安
く
利
用
で
き
る

等
の
住
民
の
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の
か
。

（
山
口
氏
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
安
く
な
る
か
。
と
い

う
こ
と
で
考
え
る
と
今
と

年
後
で
考
え
る
と

２０

大
分
違
う
。
基
本
的
に
は
子
や
孫
の
時
代
に
何

を
残
す
か
が
大
切
で
あ
る
。
将
来
の
原
油
価
格

を
考
え
れ
ば
高
騰
し
な
い
で
継
続
で
き
る
こ
と

が
一
番
の
メ
リ
ッ
ト
。
住
民
に
よ
る
原
料
（
林

地
残
材
）
調
達
に
伴
う
ち
ょ
っ
と
し
た
副
収
入

を
え
る
取
組
は
現
実
的
に
作
れ
る
話
し
で
あ
る
。

（
竹
俣
副
町
長
）
ゴ
ミ
の
担
当
時
代
に
、
ゴ
ミ
の

減
量
と
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
に
ゴ
ミ
分
別

方
法
の
住
民
説
明
に
苦
慮
し
た
こ
と
を
思
い
出

し
た
。
住
民
の
幸
福
、
今
の
時
代
も
あ
る
が
孫

の
時
代
に
何
を
残
す
か
が
大
切
と
考
え
て
い
る
。

（
大
友
氏
）
ゴ
ミ
の
分
別
は
大
変
だ
が
、「
資
源
で

あ
る
と
考
え
直
せ
ば
、
分
別
が
ス
ム
ー
ズ
に
い

く
」
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
様
々
な
国
で
成
功
し
て

い
る
。
資
源
と
し
て
使
え
る
と
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
が
大
事
で
、
そ
こ
か
ら
富
が
生
ま
れ
る
。

住
民
に
と
っ
て
の
幸
せ
と
は
、
自
治
体
の
財
政

の
健
全
化
を
促
さ
な
い
と
、
最
終
的
に
住
民
の

メ
リ
ッ
ト
と
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
こ
と
を
考

え
た
と
き
に
、
自
治
体
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需
要

者
で
あ
る
と
同
時
に
供
給
者
で
あ
る
と
い
う
意

味
合
い
は
、
自
治
体
が
収
入
源
を
得
る
と
い
う

こ
と
が
住
民
に
対
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
と

思
っ
て
い
る
。

【
意
見
３
】
原
材
料
に
つ
い
て
、
林
地
残
材
を
工

場
ま
で
運
ぶ
コ
ス
ト
と
原
材
料
の
確
保
が
課
題

で
あ
る
。
集
材
方
法
シ
ス
テ
ム
確
立
に
つ
い
て

山
口
先
生
に
伺
い
た
い
。

（
山
口
氏
）
紫
波
町
の
例
で
は
、
農
林
公
社
（
町
、

森
林
組
合
、
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
元
職
員
な
ど
）

を
設
立
し
、
将
来
安
定
的
に
供
給
で
き
る
か
議

論
の
上
、
水
分

％
で
ト
ン
8
0
0
0
円
な
ら

30

熱
利
用
で
ペ
イ
で
き
る
と
決
定
さ
れ
た
。

直
接
の
答
え
に
な
ら
な
い
が
、
事
業
採
算
が
全

体
で
成
り
立
つ
範
囲
で
収
め
て
い
る
。

【
意
見
４
】
町
民
の
幸
せ
に
つ
い
て
、
冬
に
シ
ル

バ
ー
カ
ー
を
押
し
て
お
年
寄
り
を
歩
か
し
て
あ

げ
た
い
。
熱
で
雪
を
溶
か
し
て
、
雪
が
な
く
な

れ
ば
い
い
な
ぁ
と
夢
み
て
い
る
。

【
意
見
５
】
総
論
で
行
け
ば
将
来
の
孫
た
ち
へ
の

教
育
的
な
こ
と
も
踏
ま
え
て
、
化
石
燃
料
に
頼

ら
な
い
と
い
う
の
は
確
か
な
こ
と
と
は
思
う
が
、

現
在
の
化
石
燃
料
の
単
価
を
見
れ
ば
、
夢
物
語

の
実
現
の
た
め
の
許
容
範
囲
を
町
民
が
も
て
る

か
。
数
値
化
や
見
え
る
化
を
し
な
い
と
町
民
合

意
は
得
ら
れ
な
い
の
で
は
と
危
惧
し
て
い
る
。

【
意
見
６
】「
エ
コ
タ
ウ
ン
つ
べ
つ
」
を
目
指
す

た
め
に
は
、
孫
、
子
ど
も
達
へ
と
い
う
意
見
も

出
た
が
、
今
の
大
人
た
ち
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

（
意
識
）
は
高
ま
っ
て
い
な

い
。
継
続
す
る
た
め
に
は
、

こ
ど
も
達
へ
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
「
エ
ネ

育
」
を
行
い
、
当
た
り
前
の

状
況
に
し
て
い
く
こ
が
、

子
ど
も
達
が
資
源
と
な
り
、

循
環
し
、
新
し
い
も
の
が

生
ま
れ
る
と
思
う
。

農
業
用
ハ
ウ
ス
へ
の
再

エ
ネ
導
入
は
興
味
深
い
。

足
寄
町
等
他
町
の
成
功
例

を
学
び
農
業
を
展
開
し
て

い
き
た
い
。
農
業
の
新
し

い
時
代
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
是
非
、
農
協
と
協
力

し
て
事
業
を
進
め
て
ほ
し

い
。

～
予
定
の
時
間
と
な
り
以

上
で
閉
会
～

左から 壁谷氏、副町長、大友氏、山口氏

問い合わせ先 産業振興課 再生可能エネルギー推進グループ 緯76－２１５１（内線３１８）

アンケート調査結果
当日、参加者へ実施したアンケート結果のうち

主なものをお伝えします。



《
バ
ス
無
料
乗
車
券
》

北
見
バ
ス
用：
開
成
線
、
美
幌
線

（
平
成

年
度
も
男
女
別
で
色
分
け
し
、
バ

28

ス
無
料
乗
車
券
を
作
成
し
て
い
ま
す
）

対
象
者

臼

歳
以
上
の
方
（
昭
和

年
４
月
１
日
ま

70

21

で
に
生
ま
れ
た
方
）

渦

１
級
・
２
級
・
３
級
い
ず
れ
か
の
身
体
障

が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
（
寝
た
き
り

等
バ
ス
乗
車
が
不
可
能
な
方
は
除
き
ま
す
）

嘘
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方
（
A
判
定：

B

判
定
）

唄
精
神
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方

欝
渦
・
嘘
・
唄
の
う
ち
、
ひ
と
り
で
バ
ス
に

乗
車
で
き
な
い
方
の
介
護
者
（
渦
は
第
１

種
の
方
、
嘘
は

歳
未
満
又
は
A
判
定
の

18

方
、
唄
は
１
級
の
方
）

申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
（
代
理
申
請
の
場
合
は
代
理
者
の
印
鑑

が
必
要
で
す
）

申
請
先

・
３
月

日
（
金
）
は
下
記
の
場
所
と
時
間
で

25

行
い
ま
す
。

・
３
月

日
（
月
）
以
降
は
役
場
福
祉
担
当
瓜

28

番
窓
口
で
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
福
祉
担
当

緯

室
2
1
5
1
（
内
線
2
3
４
）

76

《
ラ
ン
プ
の
宿

森
つ
べ
つ

町
民
入
浴
優
待
券
（
全
町
民
）
》

対
象
者

全
町
民
（
３
歳
以
下
は
無
料
で
す
）

交
付
に
必
要
な
も
の

印
鑑
（
世
帯
ご
と
に
交
付
し
ま
す
。
世
帯
員

で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
け
っ
こ
う
で
す
）

交
付
場
所

・
３
月

日
（
金
）
は
下
記
の
場
所
と
時
間
で

25

行
い
ま
す
。

・
３
月

日
（
月
）
以
降
は
役
場
福
祉
担
当
瓜

28

番
窓
口
で
行
い
ま
す
。

交
付
枚
数

大
人
（
中
学
生
以
上
）、
小
人
（
４
歳
か
ら
小

学
生
ま
で
）

各
５
枚
交
付

問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

緯

室
2
1
5
1
（
内
線
2
5
8
）

76

建
設
場
所
と
戸
数

Ｉ
棟
は
、
旭
町
町
有
住
宅
（
旧
営
林
署

ア
イ

官
舎
）
跡
に
建
設
中
の
町
営
住
宅
１
棟
４

戸
で
す
。
間
取
り
の
内
訳
は
、
単
身
者
向

け
の
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
が
３
戸
（
専
用
床
面
積
約

愛
）、
世
帯
向
け
の
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
が
１
戸

５５
（
同
約

愛
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

７９

住
宅
設
備

設
備
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
、
洗
面
化
粧

台
が
備
え
付
け
で
、
給
湯
は
電
気
温
水
器
、

暖
房
は
入
居
者
持
ち
込
み
で
、
Ｆ
Ｆ
式
灯

油
ス
ト
ー
ブ
対
応
で
す
。
テ
レ
ビ
共
視

聴
設
備
（
地
上
波
・
Ｂ
Ｓ
対
応
）
の
た
め
、

個
人
の
ア
ン
テ
ナ
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

入
居
対
象
者

ま
ち
な
か
団
地
は
、
建
替
事
業
の
た
め
、

取
り
壊
し
予
定
の
町
営
住
宅
か
ら
移
転

す
る
方
の
入
居
が
優
先
さ
れ
、
空
き
が
あ

る
場
合
に
一
般
公
募
に
な
り
ま
す
。

一
般
公
募
の
応
募
条
件
は
、
こ
れ
ま
で

と
同
じ
で
す
。

家
賃
、
入
居
費
用

町
営
住
宅
の
月
額
家
賃
は
、
入
居
者
の
収

入
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
お

知
ら
せ
す
る
家
賃
は
、
あ
く
ま
で
も
目
安
で

す
。
金
額
は
表
の
と
お
り
で
す
が
、
入
居
者

の
世
帯
収
入
に
よ
り
家
賃
が
変
わ
り
ま
す
。

共
益
費
と
し
て
月
額
６
０
０
円
、
駐
車
場
使

用
料
と
し
て
１
台
当
た
り
月
額
３
０
０
円

が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、

入
居
時
に
は
敷
金
と
し

て
、
３
ヶ
月
分
の
家
賃

に
相
当
す
る
金
額
の
納

入
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

・
募
集
、
入
居
資
格
に

つ
い
て
は
、
今
月
号
折

込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

・
不
明
な
点
や
詳
し
い

こ
と
は
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

建
設
課

住
宅
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１
（
内
線
２
５
２
）

７６

津
別
町
で
は
住
生
活
基
本
計
画
に
基
づ
き
「
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
、
利
便
性
の
高
い
住
宅
市
街
地
の
形
成
を
目
指
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
環

境
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

旭
町
に
建
設
中
の
ま
ち
な
か
団
地
Ｉ
棟
（
町
営
住
宅
）
が
３
月
上
旬
に
完
成
し
ま
す
。

ア
イ

家 賃 額住戸タイプ
18,700円～36,800円１ＬＤＫ
26,800円～52,700円３ＬＤＫ

※家賃の額は入居者の所得により変わります。

《まちなか団地 町営住宅の家賃（目安）》

《家庭教育講座・社会教育講座合同開催による講演会》

「家庭円満のコツ」

講 師 CoachingOfficeRISE

代表 田中 薫さん
国際コーチ連盟プロフェッショナル認定コーチ（ＰＣＣ）

（一財）生涯学習開発財団認定プロフェッショナルコーチ

（株）コーチエイ・コーチャカデミアクラスコーチ

日本コーチ協会認定メディカルコーチ

米国ＧＡＬＬＰ認定ストレングスコーチ

千葉県出身。2005年よりコーチ21のＣＴＰプログラムを履修し、

その後（株）ツリー・オブ・ジェムズ主催の接遇研修講師養成講座

を受講。現在は北海道で夫が理事長を務める医療法人の理事として、

医療施設経営やスタッフのマネジメントに従事する傍ら、プロコー

チ・接遇マナー（ビジネスマナー）研修講師としても活躍中。

日 程 ３月２７日（日） 午前１０時～１１時３０分

場 所 津別町中央公民館 講堂

対 象 一般町民

子育て中の親、子育て支援する家族

教育関係指導者など

託 児 定員１５人。託児ご希望の方は、３月１８日（金）

までに中央公民館内生涯学習課へ 緯７６－２７１３

国
家
公
務
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

○
総
合
職
試
験
（
院
卒
者
・
大
卒
程
度
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間

4
月
1
日
（
金
）
～
4
月

日
（
月
）

11

○
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間

4
月
8
日
（
金
）
～
4
月

日
（
水
）

20

○
一
般
職
試
験
（
高
卒
者
・
社
会
人
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間

6
月

日
（
月
）
～
6
月

日
（
水
）

20

29

問
い
合
わ
せ
先

人
事
院
北
海
道
事
務
局
第
二
課
試
験
係

緯
０
１
１
室
２
４
１
室
１
２
４
８

インターネット申込専用アドレス

http://www.jinji-

shiken.go.jp/juken.html

コミュニケーションはテーラーメイド 一人ひとりの違いを認めよう



冬
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
『
第
５
回
つ
べ
つ
ア
イ
ス

キ
ャ
ン
ド
ル
点
灯
ま
つ
り
』
が
、
２
月
６
日
、
さ
ん

さ
ん
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
の
幻
想
的
な
明
か
り
が
と
も

る
会
場
で
は
、
屋
台
や
カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
で
温
か
い

食
べ
物
、
ド
リ
ン
ク
の
販
売
や
無
料
提
供
が
行
わ
れ
、

駐
車
場
に
造
ら
れ
た
巨
大
な
雪
の
滑
り
台
か
ら
は
、

子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
町
内
の
バ
ン
ド
や
音
楽
愛
好

サ
ー
ク
ル
の
演
奏
、
北
見
市
出
身
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
、
m
a
s
a
t
o
さ
ん
に
よ
る
ギ
タ
ー
弾
き
語
り

な
ど
が
披
露
さ
れ
、
多
く
の
人
が
手
づ
く
り
の
冬
の

お
ま
つ
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

１
月

日
、
町
民
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
（
津
別
小

30

グ
ラ
ウ
ン
ド
）
で
町
民
ス
ケ
ー
ト
記
録
会
が
開
催

さ
れ
、
幼
児
か
ら
一
般
ま
で
幅
広
い
年
代
の
参
加

者
が
、
タ
イ
ム
計
測
や
チ
ー
ム
対
抗
リ
レ
ー
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

一
人
２
種
目
ま
で
出
場
で
き
る
個
人
ス
ケ
ー
ト

記
録
会
で
は

メ
ー
ト
ル
か
ら
１
０
０
０
メ
ー
ト

50

ル
ま
で
、
学
年
と
力
量
に
応
じ
て
エ
ン
ト
リ
ー
。

こ
の
日
初
め
て
ス
ケ
ー
ト
を
履
い
た
生
徒
も
い
て
、

寒
さ
に
負
け
ず

に
精
一
杯
の
滑

り
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
４
人

一

組

で

競

う

チ
ー
ム
対
抗
リ

レ
ー
で
は
、
ベ

テ
ラ
ン
勢
の
活

躍
が
目
立
ち
、

経
験
の
差
を
見

せ
つ
け
て
い
ま

し
た
。

幻
想
的
な
灯
り
が
冬
の
夜
を
彩
る

ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
点
灯
ま
つ
り
開
催

ベ
ス
ト
タ
イ
ム
を
目
指
し
て
奮
闘

町
民
ス
ケ
ー
ト
記
録
会
開
催

昨
年

月
よ
り
募
集
を
し
て
お
り
ま
し
た
「
津
別
町
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア

１２

コ
ン
ペ
～
持
続
可
能
な
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
町
、
津
別
町
～
」で
す
が
、
町
内
、
町

外
か
ら
多
く
の
応
募
が
あ
り
、
こ
の
た
び
最
終
審
査
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

最
終
審
査
会
で
は
、
書
類
審
査
を
通
過
し
た
約

組
の
皆
様
に
ア
イ
デ
ア

１０

の
発
表
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
審
査
を
行
い
ま
す
。

ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
に
も
ア
イ
デ
ア
へ
の
投
票
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、

そ
の
結
果
も
審
査
結
果
へ
反
映
い
た
し
ま
す
。

入
場
無
料
で
す
の
で
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日

時

平
成

年
3
月
5
日
（
土
）

：

～

：

２８

13

00

18

00

場

所

津
別
町
中
央
公
民
館
講
堂

最
終
審
査
会
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル

：

～

：

最
終
選
考
者
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

13

00

15

45

：

～

：

観
客
に
よ
る
投
票

15

45

16

00

：

～

：

（
審
査
員
に
よ
る
選
考
）

16

00

17

00

：

～

：

表
彰
式

17

00

18

00

審
査
基
準

テ
ー
マ
を
踏
ま
え
、
以
下
の
視
点
に
基
づ
き
審
査
を
行
い
ま
す
。

臼
津
別
町
の
現
状
を
踏
ま
え
た
ア
イ
デ
ア
か

渦
周
辺
エ
リ
ア
と
の
差
別
化
が
図
ら
れ
た
ア
イ
デ
ア
か

嘘
一
過
性
で
は
な
く
、
持
続
性
・
継
続
性
の
あ
る
ア
イ
デ
ア
か

唄
実
現
へ
の
プ
ロ
セ
ス
が
具
体
的
な
ア
イ
デ
ア
か

欝
先
駆
性
・
独
創
性
の
あ
る
ア
イ
デ
ア
か

蔚
観
客
に
よ
る
投
票
結
果
（
ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
に
も
投
票
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課

企
画
グ
ル
ー
プ

緯

室
2
1
5
1
（
内
線
2
4
2
）
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コンペ HP‐QRコード

２
月
７
日
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
（
共
和
）

を
会
場
に
、
ス
キ
ー
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。晴

天
の
下
、
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
川
端
絵

美
さ
ん
に
よ
る
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
や
、
旗

門
が
設
置
さ
れ
た
コ
ー
ス
を
二
人
同
時
に
滑
走
す

る
デ
ュ
ア
ル
レ
ー
ス
、
そ
り
リ
レ
ー
な
ど
雪
に
親

し
む
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
冬

の
一
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

二
人
一
組
が
交
代
で
相
手
を
乗
せ
た
そ
り
を
引

く
そ
り
リ
レ
ー
で
は
、
親
子
・
兄
弟
の
ペ
ア
が
旗

門
く
ぐ
り
や
雪
中
宝
探
し
な
ど
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

息
の
合
っ
た
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

１
月

日
か
ら

日
ま
で
東
京
・
東
武
百
貨
店

２１

２６

池
袋
店
で
開
催
さ
れ
た
「
食
の
大
北
海
道
展
」
で
、

道
の
駅
あ
い
お
い
の
名
物
ス
イ
ー
ツ
『
ク
マ
ヤ

キ
』
の
実
演
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
北
海
道
物
産

展
の
中
で
も
、
同
百
貨
店
の
物
産
展
は
人
気
が
高

く
、
出
店
が
難
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ク
マ
ヤ
キ
の
道
外
で
の
販
売
は
初
の
試
み
で

し
た
が
、
連
日
、
評
判
を
聞
き
つ
け
た
来
場
客
に

よ
る
長
蛇
の

列
が
で
き
、

６
日
間
で
１

万
１
０
０
０

個
以
上
を
販

売
し
ま
し
た
。

こ
の
様
子

は
５
月

日
２２

午
後
４
時
か

ら
T
B
S
系

列
（
H
B
C
）

で
全
国
放
映

さ
れ
ま
す
。

デ
ュ
ア
ル
レ
ー
ス
や
そ
り
リ
レ
ー
で
冬
を
楽
し
む

ス
キ
ー
イ
ベ
ン
ト
開
催

道
の
駅
あ
い
お
い
の
名
物
ス
イ
ー
ツ
に
行
列

『
食
の
大
北
海
道
展
』
で
ク
マ
ヤ
キ
を
販
売

田
舎
に
住
み
た
い
！

田

舎
で
動
物
を
飼
っ
て
暮
ら
し

た
い
！

農
家
民
宿
が
し
た

い
！

と
い
う
漠
然
と
し
た

目
的
の
中
、
縁
あ
っ
て
津
別

町
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
来
る
こ
と
が
で
き
、
も

う
2
年
半
が
過
ぎ
、
残
す
と

こ
ろ
半
年
と
な
り
ま
し
た
。

住
む
と
い
う
目
的
は
果
た

し
た
も
の
の
、「
想
い
を
カ
タ

チ
に
す
る
」
こ
と
の
難
し
さ

に
紆
余
曲
折
を
繰
り
返
し
、

悩
む
時
期
が
続
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
力
を
貸
し
て
く
れ

た
の
が
津
別
の
人
と
の
つ
な

が
り
で
し
た
。

地
域
で
の
出
会
い
、
職
場

で
の
出
会
い
、
生
活
で
の
出

会
い
、
多
く
の
場
面
で
た
く

さ
ん
の
出
会
い
を
し
て
た
く

さ
ん
の
人
と
の
つ
な
が
り
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
出
会
い
や

日
常
を
暮
ら
し
て
い
く
中
で

新
し
く
挑
戦
し
て
み
た
い
こ

と
を
見
つ
け
ま
し
た
。

大
き
な
夢
を
カ
タ
チ
に
す

る
た
め
に
、
ま
ず
小
さ
な
一

歩
を
。
こ
の
新
し
い
挑
戦
を

初
め
の
一
歩
に
し
よ
う
。
一

歩
を
積
み
重
ね
よ
う
。

春
、
雪
解
け
を
待
っ
て
、

相
生
に
ガ
ー
デ
ン
を
作
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
花
を

咲
か
せ
て
、
人
が
集
え
る
場

所
を
作
り
た
い
。

相
生
、
道
の
駅
近
く
に
小

川
の
流
れ
る
理
想
的
な
場
所

を
見
つ
け
ま
し
た
。
小
さ
な

と
こ
ろ
で
す
が
、
ま
ず
、
そ

こ
か
ら
、
僕
の
「
定
住
」
に

向
け
た
一
歩
を
始
め
た
い
と

思
い
ま
す
。
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昨
年
４
月
か
ら
網
走
信
用
金
庫
津

別
支
店
に
勤
め
て
い
る
、
新
人
職
員
の

光
田
彩
香
さ
ん
。
主
に
窓
口
対
応
と

出
納
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

清
里
町
生
ま
れ
の
光
田
さ
ん
は
、
北

見
市
内
の
中
学
校
か
ら
北
見
緑
陵
高

等
学
校
に
進
学
。
高
校
卒
業
後
の
就

職
先
と
し
て
地
元
企
業
を
中
心
に
考

え
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
地
域
の
金
融

機
関
と
し
て
身
近
な
存
在
だ
っ
た
同

金
庫
を
志
望
し
ま
し
た
。

勤
め
て
１
年
目
と
い
う
こ
と
で
、
覚

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
専
門
知
識
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
「
お
金
を
扱
う

仕
事
な
の
で
、
し
っ
か
り
確
認
し
て
ミ

ス
の
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
の
お
客
様
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
で
、
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
詐
欺

被
害
に
遭
わ
れ
な
い
よ
う
、
常
に
気
を

配
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
、
仕
事
へ

の
意
気
込
み
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

趣
味
は
最
近
始
め
た
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
で
、
週
末
な
ど
を
利
用
し
て
友
人
た

ち
と
ゲ
レ
ン
デ
に
出
か
け
て
い
る
そ

う
で
す
。

し
っ
か
り
確
認
し
て
ミ
ス
の
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す

光
田

彩
香

さ
ん

みつた あやかさん／平成８年５月生まれ、網走信用金

庫津別支店勤務

半年に一度、防災グッズを

見直しませんか？
～3.11の地震から5年たちました～

緊急に避難して、日常生活で

こまったことは

◎入れ歯が無く、食事が摂れない

◎普段服用している薬が無い

◎めがねが無く、不自由した などのようです。

非常食を準備するなら好きな味や温かく食べられる

ものとし、取り出しやすい保管場所を考えることも大

切です。

防災の日（９月）と３月の年２回、非常食の賞味期

限を確認しましょう。

ガス、水道、電気のすべてが止まったときにどう食

事をするか、考えてみませんか！？

野菜を食べよう、1日350ｇ！

野菜を知ろう：先月の野菜はゆり根でした。

今月は緑の葉で、体を温めて、整腸効果が

あり、ベータカロテンやビタミンEが豊富で、これから

旬になるにおいが強い野菜はわかりますか？

司法書士・土地家屋調査士による登記相談

昨年も行われた無料登記相談所が次の日程で開設

されます。土地や建物の登記について相談したいこ

とがありましたら、この機会にぜひご利用ください。

登記の専門家である司法書士、土地家屋調査士がお

答えします。

《主な相談内容》

・所有者が亡くなっているがそのままにしている

・子どもに譲りたい

・土地の境界をはっきりさせたい

・ローンを完済したのに担保の登記がそのま残って

いる

・空き家の処分に困っている

日 時 ３月16日（水） 午前10時～午後３時

場 所 津別町林業研修会館

１階図書室／２階研修室

予約期限 ３月11日（金）午後５時までに電話等

で お申し込みください。

予約・問い合わせ先

住民企画課 税務収納グループ

緯７６―２１５１（内線２２１）

「
踊
り
は
普
段
あ
ま
り
使
わ
な
い

筋
肉
な
ど
を
動
か
す
の
で
、
練
習
の

後
は
体
調
が
良
く
な
っ
た
気
が
し
ま

す
」
と
、
話
す
の
は
寿
大
学
舞
踊
ク

ラ
ブ
で
活
動
さ
れ
て
い
る
佐
藤
正
代

さ
ん
。
健
康
づ
く
り
に
加
え
て
、
同

じ
趣
味
を
持
つ
ク
ラ
ブ
仲
間
と
の
交

流
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
、
傘
寿
を

過
ぎ
た
今
も
週
に
１
度
の
練
習
に
参

加
し
、
年
に
３
回
ほ
ど
、
お
揃
い
の

着
物
姿
で
舞
台
発
表
の
ス
テ
ー
ジ
に

立
ち
ま
す
。

美
幌
町
高
野
の
農
家
で
育
っ
た
佐

藤
さ
ん
は
、
自
然
に
囲
ま
れ
た
環
境

の
中
で
子
ど
も
時
代
を
過
ご
し
ま
し

た
。
四
方
に
眺
望
が
開
け
た
近
く
の

山
稜
か
ら
は
、
彼
方
の
山
並
や
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
な
ど
の
雄
大
な
景
色
が

見
え
た
こ
と
を
、
よ
く
覚
え
て
い
る

そ
う
で
す
。

家
業
を
手
伝
っ
て
い
た

歳
の
と

２３

き
に
、
縁
あ
っ
て
津
別
町
に
住
む
佐

藤
重
雄
さ
ん
と
結
婚
。
２
歳
年
上
の

重
雄
さ
ん
は
、
真
面
目
な
人
柄
の
働

き
者
で
し
た
。
ほ
ど
な
く
、
夫
が
勤

め
て
い
た
丸
玉
産
業
に
正
代
さ
ん
も

勤
め
る
よ
う
に
な
り
、
フ
ル
タ
イ
ム

で
長
く
製
品
の
補
修
工
程
を
担
当
し

ま
し
た
。

共
に
働
き
な
が
ら
一
男
一
女
を
儲

け
た
佐
藤
さ
ん
夫
妻
の
助
け
に
な
っ

た
の
は
、
同
居
す
る
夫
の
両
親
の
存

在
で
し
た
。
勤
め
に
出
て
い
る
間
は

義
父
母
が
子
ど
も
た
ち
を
見
て
く
れ

ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
幼
い
子
が
熱

を
出
し
た
と
き
な
ど
は
、
短
い
休
憩

時
間
の
合
間
に
も
様
子
を
見
る
た
め

家
に
戻
り
ま
し
た
。

仕
事
を
定
年
退
職
後
、
友
人
に
誘

わ
れ
て
舞
踊
を
始
め
た
佐
藤
さ
ん
で

す
が
、
同
じ
頃
に
出
合
っ
た
も
う
ひ

と
つ
の
趣
味
が
押
絵
作
り
で
す
。
和

紙
な
ど
で
形
作
っ
た
立
体
的
な
パ
ー

ツ
を
貼
り
付
け
た
絵
で
、
干
支
の
動

物
や
日
本
人
形
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
見
事
な
作
品
を
数
多
く
作
り
出

し
て
い
ま
す
。

体
全
体
を
使
う
舞
踊
と
、
手
先
を

使
う
押
絵
作
り
。
タ
イ
プ
の
異
な
る

二
つ
の
趣
味
に
長
く
親
し
ん
で
き
た

こ
と
が
、
佐
藤
さ
ん
の
元
気
の
秘
訣

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

所
得
税
の
申
告
と
納
税
の
期
限
が
３
月
１５

日
（
火
）、
消
費
税
（
個
人
事
業
者
）
の
申
告

と
納
税
の
期
限
が
３
月

日
（
木
）
ま
で
と

３１

な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
所
得
税
の
確
定
申
告
は
期
限
近
く

に
な
る
と
混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
振
替
納
税
を
利
用
し
て
い
る
方
は
、

所
得
税
は
４
月

日
（
水
）、
消
費
税
は
４
月

２０

日
（
月
）
に
、
登
録
口
座
か
ら
引
落
し
に

２５な
り
ま
す
。

新
規
で
振
替
納
税
を
利
用
し
た
い
方
は
、

役
場
税
務
収
納
グ
ル
ー
プ
蔚
番
窓
口
で
、
口

座
振
替
依
頼
書
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
の
で

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

町
税
の
未
納
は
あ
り
ま
せ
ん
か

町
税
を
未
納
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、

本
税
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。
未

納
の
税
金
が
な
い
か
お
確
か
め
の
上
、
未
納

分
は
早
急
に
納
付
願
い
ま
す
。
ま
た
、
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、
放
置
せ
ず
収
納
担
当
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

緯

室
２
１
５
１
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税
務
担
当（
内
線
２
２
０
、
２
２
１
）

収
納
担
当（
内
線
2
1
8
）

所
得
税
及
び
消
費
税
（
個

人
事
業
者
）
の
確
定
申
告

期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す

さとう まさよさん／昭和７年12月、美幌町生まれ／

83歳／旭町在住

さ
ん

佐
藤

正
代

舞
踊
と
押
絵
に
親
し
む

【455】



３
月
、
４
月
は
進
学
や
就
職
な

ど
で
転
出
・
転
入
が
多
く
な
る
時
期

で
す
。

住
所
を
移
さ
れ
る
方
は
、
届
け

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

虚
偽
の
届
け
出
防
止
の
た
め
、

す
べ
て
の
届
け
出
に
つ
い
て
届
出
人

の
本
人
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
転
出
届
に
必
要
な
も
の
》

・
役
場
で
転
出（
転
入
先
の
住
所
が

必
要
で
す
）
の
届
け
出
を
し
、
転

出
証
明
書
（
転
入
先
の
市
町
村

役
場
に
提
出
し
ま
す
）
を
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。

・
印
鑑

・
印
鑑
登
録
証（
転
出
す
る
方
）

・
保
険
証
（
国
民
健
康
保
険
の
加

入
者
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
の
加
入
者
）

・
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
、
介

護
保
険
者
証
な
ど

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
又
は

個
人
番
号
カ
ー
ド
（
転
出
す
る

方
・
世
帯
主
の
も
の
）

《
転
入
届
に
必
要
な
も
の
》

・
転
出
証
明
書
（
転
入
前
の
住
所

地
の
市
町
村
役
場
で
発
行
さ
れ

た
も
の
）

・
印
鑑

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
又
は

個
人
番
号
カ
ー
ド
（
転
入
す
る

方
の
も
の
）

・
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
る

方
は
、
世
帯
主
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

通
知
カ
ー
ド
又
は
個
人
番
号

カ
ー
ド
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

《
住
基
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー
ド

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
の
異
動
》

住
基
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー

ド
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
が
異

動
す
る
場
合
は
、
カ
ー
ド
継
続
利

用
等
か
ら
役
場
担
当
部
署
に
事
前

に
ご
連
絡
下
さ
い
。

届
け
出
先

保
健
福
祉
課
戸
籍
年
金
担
当

緯

室
２
１
５
１

76

（
内
線
２
２
２
・
２
２
３
）

◎
水
道
の
届
け
出

転
入
・
転
出
や
町
内
転
居
の
際

は
必
ず
水
道
の
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

１
カ
月
以
上
家
を
留
守
に
す
る

場
合
は
、
事
前
に
給
水
停
止
手
続

き
を
し
て
お
く
と
、
留
守
の
間
は
水

道
料
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

届
け
出
先

建
設
課
上
下
水
道
担
当

緯

室
２
１
５
１

76
（
内
線
２
５
４
）

平
成

年
度
の
奨
学
生
を
次
に

28

よ
り
募
集
し
ま
す
。

申
込
期
限

４
月

日（
金
）ま
で

15

奨
学
金
の
額

▼
高
等
学
校
に
就
学
ま
た
は
在
学

の
方
は
、
１
カ
月
１
万
円

▼
大
学
・
専
門
学
校
に
就
学
ま
た

は
在
学
の
方
は
、
１
カ
月
２
万

５
千
円

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

緯

室
２
１
５
１

76
（
内
線
２
７
１
）

ɡ万引きは犯罪！

自ら万引きをすることはもちろん、万引きの見張

りをする、万引きを命令する、盗んだものをもらうこ

とは、自分が万引きをしていなくても犯罪です。

ɡインターネットには危険がいっぱい！

インターネット上には様々なサイトがあり、犯罪

に巻き込まれることがあります。危険が潜んでいる

ことをしっかり認識しましょう。

ɡ断る勇気！ ストップ薬物

薬物に誘われても「絶対に手を出さない」という、

断る勇気を持ちましょう。

ɟ少年相談１１０番 （8:45～17:30）

フリーダイヤル 0120－677－110

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については、各防犯協会又は警察署にお問い合わせください。

新学期における少年の非行・犯罪被害防止と有害

環境の浄化『さしのべる 手のぬくもりを どの子にも』

先
月
号
で
は
、
豪
雪
で
自
動
車

の
身
動
き
が
取
れ
な
く
な
っ
た

と
き
の
、
車
内
で
の
避
難
の
仕
方

を
お
話
し
し
ま
し
た
。
今
回
は

自
動
車
の
脱
出
作
業
に
必
要
な

道
具
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

立
ち
往
生
（
ス
タ
ッ
ク
）
し
た

と
き
の
た
め
に
、
け
ん
引
ロ
ー
プ

を
積
ん
で
お
く
と
脱
出
に
役
立

ち
ま
す
。

駐
車
中
に
積
も
っ
た
雪
を
除

去
し
た
り
、
ス
リ
ッ
プ
し
て
動
け

な
く
な
っ
た
と
き
の
た
め
に
ス

コ
ッ

プ
が
必
要
で
す
。
ヒ
ー

タ
ー
の
稼
動
に
よ
っ
て
バ
ッ
テ

リ
ー
の
消
耗
が
激
し
く
な
る
の

で
、
ブ
ー
ス
タ
ー
ケ
ー
ブ
ル
が
あ

る
と
便
利
で
す
。

外
で
作
業
す
る
と
き
の
た
め

に
軍
手
や
長
靴
を
、
ま
た
夜
間
の

ト
ラ
ブ
ル
も
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
懐
中
電
灯
は
必
須
で
す
。

ガ
ラ
ス
面
や
鍵
穴
が
凍
結
し

て
し
ま
っ
た
と
き
の
た
め
に
解

氷
材
も
用
意
し
て
お
く
と
よ
い

で
し
ょ
う
。

雪
道
を
自
動
車
で
走
る
前
に

準
備
し
て
お
き
た
い
も
の

住民企画課

住民環境

グループ

౷౷౷౷౷౷౷౷౷౷౷ ֖֖֖֖֖֖֖֖֖֖֖ հհհհհհհհհհհ ஠஠஠஠஠஠஠஠஠஠஠ ΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣ ννννννννννν ȜȜȜȜȜȜȜȜȜȜȜ ΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑ

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

企画グループ 緯76－2151

FAX76－2976

転
出
・
転
入
さ
れ
る
方
は

届
け
出
が
必
要
で
す

津
別
町
奨
学
生
を

募
集
し
ま
す

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
で
町
内
に
登
録
さ
れ
て

い
る
、
軽
自
動
車
・
二
輪
・
原
付

自
転
車
・
小
型
特
殊
自
動
車
等
を

お
持
ち
の
方
に
納
め
て
い
た
だ

く
町
税
で
す
。
軽
自
動
車
税
の

か
か
る
車
を
廃
車
・
売
買
・
譲
渡

等
に
よ
り
所
有
し
な
く
な
っ
た

場
合
は
、
抹
消
・
移
転
の
登
録
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

原
付
自
転
車
・
小
型
特
殊
自
動

車
は
津
別
町
役
場
蔚
番
窓
口
で
、

軽
自
動
車
は
北
見
地
区
軽
自
動

車
協
会
で
、
二
輪
は
軽
自
動
車
協

会
も
し
く
は
運
輸
支
局
で
登
録

で
き
ま
す
。

平
成

年
３
月

日
ま
で
に

２８

３１

抹
消
ま
た
は
移
転
の
登
録
が
さ

れ
な
い
場
合
、
平
成

年
度
の
軽

２８

自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課
税
務
収
納
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
２
０
）

７６
北
見
地
区
軽
自
動
車
協
会

（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）

緯
０
５
０
室
３
８
１
６
室
１
７

６
９

北
見
運
輸
支
局

緯
０
１
５
７
室

室
７
５
８
１

２４

道
が
行
っ
た
業
務
や
制
度
の
内

容
を
審
査
す
る
制
度
が
、「
北
海

道
苦
情
審
査
委
員
」
制
度
で
す
。

道
政
に
対
す
る
、
皆
さ
ん
自
身

の
利
害
に
関
す
る
苦
情
で
あ
れ
ば
、

「
苦
情
審
査
委
員
」
に
申
立
て
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
に
代

わ
っ
て
、「
苦
情
審
査
委
員
」
が
公

正
で
中
立
的
な
立
場
か
ら
、
道
の

関
係
機
関
に
対
し
て
、
必
要
な
調

査
を
行
い
、
審
査
し
ま
す
。

審
査
の
結
果
、
道
の
業
務
執
行

に
不
備
な
点
や
制
度
上
の
問
題
が

あ
る
と
き
は
、
道
の
機
関
に
是
正

や
改
善
を
求
め
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
個
人
情
報
の
保
護

に
も
十
分
配
慮
し
ま
す
。

申
立
て
方
法

道
庁
『
道
政
相
談
セ
ン
タ
ー
』

及
び
各
総
合
振
興
局
『
道
政
相
談

室
』
に
用
意
し
て
い
る
苦
情
申
立

書
（
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
同
窓
口
に
提

出
。
ま
た
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

メ
ー
ル
で
も
申
立
て
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
総
合
政
策
部

知
事
室
道
政
相
談
セ
ン
タ
ー

緯
０
１
１
室
２
０
４
室
５
５
２
３

（
内
線

室
７
０
６
）
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平成28年３月31日で有効期限が切れます！

更新期間 3月14～3月31日まで

更新が必要な人 津別町を離れて通学している方

更新に必要な物 保険証･印鑑･在学証明書(＊)、本人及び

世帯主の個人番号カード又は個人番号通知カード、申請

者の身分証明書

更新窓口 役場厩番国保担当窓口

※次の方も手続きが必要です。

卒業後も国保の方⇒資格区分変更届

社保に加入した方⇒国保の喪失届

（印鑑・保険証・本人及び世帯主の個人番号カード又は個人

番号通知カード、申請者の身分証明証を持参してください）

(＊)必要な在学証明書は、新学年分となります。

４月以降の証明書が必要となりますので、保険証を更新した後、各学

校より取り寄せの上、国保の窓口へご提出ください。

問い合わせ先 保健福祉課 健康医療グループ 国保担当

緯76－2151（内線229）

知
っ
て
ま
す
か
？

道
の「
苦
情
審
査
委
員
」制
度

光
回
線
サ
ー
ビ
ス
の

電
話
勧
誘
に
ご
注
意
!!

産業振興課

商工観光

グループ

緯76－2151

（内線258）

大
手
電
話
会
社
を
名
乗
っ
て
、

「
今
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
料
金

が
安
く
な
る
。
工
事
も
不
要
で

す
」
と
の
電
話
が
あ
っ
た
。
本
当

に
安
く
な
る
の
か
、
ま
た
信

用
で
き
る
の
か
。

昨
年
か
ら
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

以
外
の
事
業
者
も
、
光
回
線

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
行
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
月
額

使
用
料
が
低
価
格
の
プ
ラ
ン

や
加
入
特
典
な
ど
が
つ
い
た
も

の
も
あ
り
、
工
事
不
要
で
電
話
番

号
や
お
客
様
Ｉ
Ｄ
は
変
わ
ら
ず

別
な
事
業
者
の
契
約
に
乗
換
え

が
可
能
で
す
。

し
か
し
、
契
約
の
内
容
に
よ
っ

て
は
、
今
よ
り
使
用
料
が
増
え
た

り
、
元
の
契
約
に
戻
し
た
い
と
き

に
解
約
手
数
料
や
工
事
費
が
発

生
し
た
り
、
電
話
番
号
が
変

わ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
光
回
線
な
ど
の
契

約
は
、
電
話
勧
誘
で
あ
っ
て

も
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
は

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
現
在
の

契
約
内
容
に
不
便
が
な
く
、

契
約
変
更
の
必
要
が
な
け
れ

ば
き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

◎
美
幌
消
費
者
協
会

緯
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

室
０
３
６
６

72

月
～
金
曜
日（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前

時
～
午
後
４
時

10

A Q

中皮腫や肺がんなどを発症し、それが労

働者として石綿ばく露作業に従事していた

ことが原因であると認められた場合には、

労災保険法に基づく各種の労災保険給付や

石綿救済法に基づく特別遺族給付金が支給

されます。

石綿による疾病は、石綿を吸ってから非

常に長い年月を経て発症することが大きな

特徴です。中皮腫などでお亡くなりになら

れた方が過去に石綿業務に従事されていた

場合には、労災保険給付等の支給対象とな

る可能性がありますので、まずはお気軽に

最寄りの都道府県労働局又は労働基準監督

署にご相談ください。

問い合わせ先

北海道労働局労働基準部労災補償課

緯011－709－2311（内線3590）

中皮腫や肺がんなど、石綿に
よる疾病の補償・救済について

軽
自
動
車
の
抹
消
・
移
転
の

登
録
は
３
月

日
ま
で
に

３１

国民健康保険証更新のお知らせ
（保険証に の表示がある方）学



《
平
成

年
４
月
１
日
か
ら
役
場
庁
舎
敷
地
内
は
、
全
面
禁
煙
に
な
り
ま
す
》

28

役
場
庁
舎
敷
地
内
禁
煙
の
お
知
ら
せ

健
康
増
進
法
で
は
、
多
数
の
方
が
利
用
す

る
施
設
に
つ
い
て
は
、
受
動
喫
煙
（
他
人
の

吸
っ
た
「
タ
バ
コ
」
の
煙
を
吸
う
こ
と
）
の

防
止
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
役
場
で
は
分
煙
に
よ
り
な
る
べ

く
受
動
喫
煙
が
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
き
ま

し
た
が
、
さ
ら
に
徹
底
す
る
た
め
に
役
場
庁

舎
敷
地
内
を
全
面
禁
煙
に
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。
喫
煙
を
さ
れ
る
皆
様
に
は
趣
旨

を
ご
理
解
の
上
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ℒ
ℓ
ℎ
Ｐ
₎
਋
動
喫
煙

ℓ
ℑ
℘
₎
禁
煙

◆
タ
バ
コ
は
健
康
を
む
し
ば
む
最
大
の
リ

ス
ク
で
す

タ
バ
コ
の
煙
に
は
約
4
0
0
0
種
類
の
化

学
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
2

0
0
種
類
が
有
害
物
質
、

種
類
以
上
に
発

60

が
ん
性
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
で

も
三
大
有
害
物
質
と
い
わ
れ
、
特
に
有
害
と

さ
れ
て
い
る
の
が
、
皆
さ
ん
も
ご
承
知
の
次

の
三
つ
で
す
。

【
ニ
コ
チ
ン
】

依
存
を
引
き
起
こ
す
原
因
物
質
で
す
。
肺

か
ら
吸
収
さ
れ
、
全
身
に
広
が
り
、
血
管
を

収
縮
さ
せ
、
血
圧
を
上
昇
さ
せ
ま
す
。

【
タ
ー
ル
】

フ
ィ
ル
タ
ー
に
茶
色
く
付
着
す
る
も
の
で
、

多
く
の
発
が
ん
性
物
質
を
含
み
ま
す
。

【
一
酸
化
炭
素
】

体
内
の
酸
素
の
運
搬
を
妨
げ
る
の
で
、
体

全
体
が
酸
欠
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

※
な
お
、
受
動
喫
煙
と
な
る
タ
バ
コ
の
先
か

ら
出
る
副
流
煙
に
は
、
主
流
煙
よ
り
も
ニ
コ

チ
ン
2
・
8
倍
、
タ
ー
ル
3
・
4
倍
、
一
酸

化
炭
素
4
・
7
倍
の
害
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
目
に
見
え
な
い
煙
で
も
害

は
あ
り
ま
す
。

◆
タ
バ
コ
の
煙
は
Ｐ
Ｍ
2
・
5
で
す

Ｐ
Ｍ
2
・
5
と
は
、
大
気
中
に
浮
遊
す
る
粒

の
大
き
さ
が
千
分
の
2
・
5
ミ
リ
以
下
の
微

小
粒
子
状
物
質
の
こ
と
を
指
し
ま
す
が
、
タ

バ
コ
の
煙
も
典
型
的
な
Ｐ
Ｍ
2
・
5
で
す
。

Ｐ
Ｍ
2
・
5
は
物
が
燃
え
る
こ
と
に
よ
っ
て

発
生
し
ま
す
が
、
非
常
に
小
さ
な
粒
子
で
あ

る
た
め
肺
の
奥
深
く
ま
で
入
り
込
み
や
す
く
、

肺
を
は
じ
め
全
身
に
健
康
被
害
を
も
た
ら
し

ま
す
。

◆
喫
煙
す
る
と
ス
ト
レ
ス
が
軽
減
？

喫
煙
者
が
喫
煙
時
に
感
じ
る
ス
ト
レ
ス
軽

減
効
果
は
、
あ
く
ま
で
ニ
コ
チ
ン
切
れ
に
よ

る
離
脱
症
状
の
緩
和
に
す
ぎ
ず
、
む
し
ろ
禁

煙
に
よ
っ
て
離
脱
症
状
か
ら
解
放
さ
れ
、
ス

ト
レ
ス
が
低
下
し
て
精
神
的
健
康
度
も
改
善

す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

◆
禁
煙
外
来
が
お
勧
め
で
す

禁
煙
外
来
を
開
設
し
て
い
る
病
院
が
増
え
、

ま
た
、
禁
煙
を
助
け
る
薬
も
開
発
さ
れ
る
な

ど
、
禁
煙
に
取
り
組
み
や
す
く
な
っ
て
お
り
、

自
力
で
禁
煙
す
る
の
に
比
べ
て
３
～
４
倍
の

成
功
率
に
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
健
康
保
険

の
適
用
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
禁
煙
外
来
の

受
診
や
禁
煙
サ
ポ
ー
ト
薬
を
活
用
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

※
津
別
病
院
で
禁
煙
外
来
を
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話
で
申
し

込
み
の
上
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い（
緯

室
2

76

1
2
1
）。

他
の
公
共
施
設
等
に
つ
い
て
は
、
当

面
の
間
、
指
定
の
喫
煙
場
所
で
の
喫
煙

を
継
続
し
ま
す
が
、
禁
煙
に
向
け
、
今

後
、
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
庶
務
グ
ル
ー
プ

緯

―
２
１
５
１（
内
線
２
０
８
）

７６

３
月
は
道
税
の
滞
納
整
理
強
化
月
間
で
す

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
で
は
、

月
、
３
月
の

12

各
月
を
「
滞
納
整
理
強
化
月
間
」
と
し
て
道
税
の
滞

納
整
理
を
強
化
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

３
月
は
、
自
動
車
税
、
個
人
事
業
税
及
び
不
動
産

取
得
税
な
ど
の
道
税
全
て
に
つ
い
て
滞
納
整
理
を

進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
給
与
・
預
貯
金
・
動
産

な
ど
の
財
産
差
押
え
を
行
い
ま
す
。

ま
だ
納
税
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
大
至
急
納

税
し
て
く
だ
さ
い
。
納
税
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
税
務
課
納
税
係
へ
お
願

い
し
ま
す
。
道
税
の
納
税
に
は
、
手
続
が
簡
単
で

便
利
な
口
座
振
替
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
税
務
課
納
税
係

緯
０
１
５
２
室

室
０
６
１
６
（
直
通
）

41

自
動
車
の
抹
消
・
移
転
の
登
録
は

３
月

日
ま
で
に

31

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
で
運
輸
支

局
に
登
録
さ
れ
て
い
る
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
に

納
め
て
い
た
だ
く
道
税
で
す
。

自
動
車
を
廃
車
ま
た
は
売
買
・
譲
渡
に
よ
り
所
有

し
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
運
輸
支
局
で
抹

消
ま
た
は
移
転
の
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

３
月

日
ま
で
に
抹
消
ま
た
は
移
転
の
登
録
が

31

さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
平
成

年
度
も
自
動
車
税

28

が
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

［
自
動
車
税
の
課
税
に
つ
い
て
］

緯
０
１
１
室
７
４
６
室
１
１
９
０

［
自
動
車
取
得
税
の
課
税
に
つ
い
て
］

緯
０
１
１
室
７
４
６
室
１
１
９
５

世帯主の所得が高いなど、国民年金保

険料の免除の対象とならない30歳未満の

方には若年者納付猶予制度、学生の方に

は学生納付特例制度があります。

▼「未納」のままだと将来の年金に

影響が！

若年者納付猶予、学生納付特例を受け

ずに「未納」にしていると将来の年金受給

に際し、未納期間が保険料納付の資格期

間から除外されてしまいます。

そこで、若年者納付猶予、学生納付特例

を受けるとその期間は、将来受ける年金

の受給資格期間に算入されます。ただし、

年金額には反映されません。

▼将来のため保険料の追納を

納付猶予、納付特例を受けていた期間

について、10年以内に追納すれば年金額

に反映されます。忘れずに納めましょう。

▼審査の基準

○若年者納付猶予制度

本人・配偶者・世帯主（本人が世帯主

でない場合）の所得を審査します。

○学生納付特例制度

本人の所得のみで審査します。

20代の方に納付猶予と特例

年金ミニ知識
問い合わせ 戸籍・年金担当
緯76－2151 内線222、223

昨年９月に開設した道の結婚サポートセンター「北海道コン

カツ情報コンシェル」では、次の日程で、婚活者向け講座を開

催します。結婚を希望される方、婚活を始めてみようと思って

いる方などの参加を募集しておりますので、是非お申し込みく

ださい。

講 座 「はじめてのコンカツ体験レッスンティーパーティ」

第一部 コンカツのあれこれ！ マナーやルールについて

第二部 コンカツパーティ模擬体験・参加者フリータイム

日 時 ３月19日（土）午後１時30分～午後４時 ※開場午後１時

場 所 北見芸術文化ホール 小練習室

（北見市泉町１丁目2－22）

募 集 独身の男女各10名（参加費は無料）

申込み方法

電話、ＦＡＸまたは申込みフォームからお申し込みください。

・緯011－252－1122（平日火～土曜日、午後1時～午後7時）

・FAX 011－252－8112

・申込みフォーム https://questant.jp/q/hokkaido-kic

※結婚に関する様々な相談を受け付ける出張相談も同時開催

します。

※詳しくは、「北海道コンカツ情報コンシェル」

公式サイト http://hokkaido-kic.com でご確認ください。

婚活初心者向け講座

「はじめてのコンカツ体験レッスン
ティーパーティ」の参加者募集

《平成27年町内火災発生状況》
火災件数１件、損害額274万4千円

町民一人ひとりが火の取扱いに注意し、火災

のない明るい町にしましょう。

《平成27年救急出動事故種別内訳》

高齢者（75.3％） 成年（21.7％） 少年（1.7％）

中等症（57.4％） 軽症（22.5％） 重症（17.0％）

『火災から大切な“いのち”を守るために

住宅用火災警報器を設置しましょう』

問い合わせ先 美幌・津別広域事務組合
津別消防署グループ 緯76－2189

《平成27年救急搬送人員の年齢区分及び傷病程度》

急病(50.0％)転院搬送等(26.6％)一般負傷(13.5％)交通事故(4.5％)


